
平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
日
提
出

質

問

第

八

五

号

日
本
銀
行
が
平
成
二
十
四
年
二
月
十
四
日
に
発
表
し
た
「
金
融
緩
和
の
強
化
に
つ
い
て
」
等
に
関
す
る
質
問
主

意
書

提

出

者

西

村

康

稔
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日
本
銀
行
が
平
成
二
十
四
年
二
月
十
四
日
に
発
表
し
た
「
金
融
緩
和
の
強
化
に
つ
い
て
」
等
に
関
す
る
質
問
主

意
書

我
が
国
の
経
済
は
長
引
く
デ
フ
レ
・
円
高
で
疲
弊
し
、
ま
さ
に
空
洞
化
の
危
機
に
あ
る
。
多
く
の
企
業
で
売
上
げ
や
給
料
が

下
が
り
、
雇
用
ま
で
も
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
中
で
、
日
本
銀
行
の
金
融
政
策
は
極
め
て
重
要
な
意
味
が
あ
り
、
緊
急
を
要
す
る
問

題
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

日
本
銀
行
が
平
成
二
十
四
年
二
月
十
四
日
に
発
表
し
た
「
金
融
緩
和
の
強
化
に
つ
い
て
」
の
中
で
示
し
た
「
中
長
期
的
な

物
価
安
定
の
目
途
」
に
つ
い
て
、
安
住
財
務
大
臣
は
「
実
質
的
に
イ
ン
フ
レ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
設
定
し
た
」
と
の
発
言
を
行

な
っ
て
い
る
が
、
政
府
と
し
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

二

平
成
二
十
四
年
二
月
十
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お
い
て
、
古
川
国
務
大
臣
は
、
「
二
％
程
度
の
緩
や
か
な
イ
ン
フ
レ

の
達
成
に
向
け
て
全
力
を
向
け
て
、
今
後
と
も
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。
」
と
答
弁
し
た

が
、
日
本
銀
行
が
平
成
二
十
四
年
二
月
十
四
日
に
発
表
し
た
「
金
融
緩
和
の
強
化
に
つ
い
て
」
に
て
示
し
て
い
る
「
当
面
は

一
％
を
目
途
と
す
る
。
」
と
の
決
定
と
の
整
合
性
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

一



三

日
本
銀
行
は
、
平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
五
日
の
米
国
連
邦
準
備
制
度
理
事
会
バ
ー
ナ
ン
キ
議
長
の
記
者
会
見
の
発
言
に

つ
い
て
「
イ
ン
フ
レ
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
は
な
い
」
と
翻
訳
し
て
い
る
（
日
本
銀
行
作
成
資
料
）
が
、
誤
解
を
与
え
る
も
の
で

は
な
い
か
。
政
府
と
し
て
は
上
記
の
バ
ー
ナ
ン
キ
議
長
の
会
見
を
ど
う
理
解
し
て
い
る
の
か
。
バ
ー
ナ
ン
キ
議
長
は
「
イ
ン

フ
レ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
特
に
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m
e
n
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n
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rlie

r,
I
th
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k
,
to

G
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g
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w
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If
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」
（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
記
者
会
見
記
録
よ
り
）
の
発
言
部

分
の
意
味
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
の
か
。
こ
の
発
言
部
分
は
明
ら
か
に
物
価
上
昇
率
�
％
を
「
イ
ン
フ
レ
タ
ー
ゲ
ッ

ト
」
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

四

日
本
銀
行
白
川
総
裁
は
、
平
成
二
十
四
年
二
月
十
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お
い
て
、
「
四
つ
の
中
央
銀
行
、
い
ず
れ

も
言
葉
は
違
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
し
か
し
、
思
う
と
こ
ろ
は
同
じ
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
」
と
答
弁
し
、
平
成
二
十
四

年
二
月
十
五
日
付
日
本
銀
行
公
表
の
「
総
裁
記
者
会
見
要
旨
」
に
よ
れ
ば
白
川
総
裁
は
「
日
本
銀
行
の
今
回
の
金
融
政
策
運

営
の
枠
組
み
は
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
金
融
政
策
運
営
の
枠
組
み
に
近
い
と
い
う
こ
と
は
言
え
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
」
と
答
え
て
い

る
が
、
政
府
と
し
て
は
、
米
国
バ
ー
ナ
ン
キ
議
長
の
示
し
た
政
策
と
日
本
銀
行
の
政
策
は
、
ど
こ
が
同
じ
で
、
ど
こ
が
異

な
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

右
質
問
す
る
。
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